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要約：数学において文章題や証明問題の正答率の低さは以前からも大きな問題となっで

おり、生徒からも敬遠されがちな問題である。しかし、文章題や証明問題を解くことは、

合理的・論理的に物事を考え、筋道を立てて問題解決を図るために必要な過程である。

そこで、数学における言葉一つ一つや、問題文の意味理解がなぜ困難なのか、また、数

学の問題の構造がどのようなものであるかを分析した。その結果、数学における定義の

難しさ、対象や関係を表す言葉が主な原因ではないかという結論に至った。そして、そ

れらを解決する方法として、教科書に用いられているスキーマについて研究を重ねたと

ころ、算数から数学に移行する段階でスキーマの種類や量が大きく減少しているにとが

明らかになっだ。それを踏まえ、数学の問題を読み解き、手がかりを得るためのフロー

チャートを考察した。そして研究授業で扱っだ問題を、どのように指導すべきだったか

を分析した。

キーワード：（文章理解、定義、対象と関係、AI、スキーマ）

１／はじめに

数学教育の目的として、アルゴリズムの習得を位置付ける研究がある。駒林(1971)

は、「アルゴリズムとはある一定の範囲の問題に対して､ その中のどんな特殊な問題が与え

られても、それに一定の手続きを施して解答が得られるその『一定の手続き』のことであ

る」と述べている。要するに、数学の文章題を考えるときに、ある一定の手続きを施せば

解答が得られると考える研究である。しかしながら、実際の生徒の活動を見てみると、ま

ず数学の定義や文章の意味を理解できていないのではないかという疑問を抱いた。それは、

「以下の計算をしなさい」という問い、いわゆる計算問題では、大半の生徒がスムーズに

解答をしているにもかかわらず、「以下の文章を式で表しなさい。」、「○○はいくつになる

か求めなさい。」と表記される問題に対しては、ベンを動かせずに固まってしまう生徒、問

題文に記されている文字や数字を加減乗除するだけの生徒、考えるにとを放棄し次の問題
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へ移つてしまう生徒が見られるのである。これではアルゴリズムを私が提示しても、生徒

はそのアルゴリズムの指示内容を理解できず、さらに混乱をきたすのではないかという危

惧を抱いた。数学の文章題を解く糸口はまず、書かれている文章を理解しヒントを見つけ

ることにある。そのためには、提示された文章題の意味をつかむにとが何よりも重要であ

る。その段階にすらたどり着けず、最初から諦める生徒を一人でも無くそうという強い思

いを私は持った。

そにで、本研究では、まず数学の文章のどににつまずくのかを明らかにし、次に数学の

問題の構造を明らかにし、そして実際にどのように読み解いていけば良いかを考察する。

２。文章題、証明問題の必要性

にの章では、なぜ私が文章題や証明問題を解くにとに重点を置いているのかを論述する。

数学において文章題や証明問題の正答率の低さは以前からも大きな問題となっている。文

部科学省中学校学習指導要領(2008) では「ＯＥＣＤのPISA 調査など各種の調査からは思

考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式問題、知識・技能を活用する問題に課題が

ある」と指摘している。また文部科学省中学校学習指導要領(2017) では「全国学力・

学習状況調査等の結果から中学校では、数学的な表現を用いた理由の説明に課題が見られ

た。」と指摘している。

文章題や証明問題を解くことは、合理的、論理的に物事を考え、筋道を立てて問題解

決を図るために必要な過程である。問題文を読み、その内容を理解したうえで、様々な数

学的技法を活用しながらただ一つの答えを導き出すことや、問題文に書かれている仮説が

正しいかどうかを自分自身で判断することは、思考力・判断力・表現力を育てる手段とし

て最も適した問題なのである。計算問題はあくまで、文章題や証明問題を解くためのテク

ニックの一つに過ぎない。例えば「因数分解ができるからどうなのか」という問いに対

し、私は「因数分解ができるだけではあまり意味がない。因数分解ができるという事実を

ほかのことに利用することが大事だ」と答える。因数分解は、二次方程式や二次関数の利

用、さらには微分・積分などの問題を解くために大いに力を発揮するからだ。つまり文章

を理解し、学んだテクニックを必要に応じて適切に使い分け、文章題や証明問題を解くこ

とで、上記の3つの力や論理的思考を伸ばし、数学的活動の楽しさや良さを実感できると

考えている。

そして文部科学省(2017) は「人工知能（以下AI）が自ら知識を概念的に理解し、思
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考し始めているとも言われ、雇用の在り方や学校において獲得する知識の意味にも大きな

変化をもたらすのではないかとの予測も示されている。」と述べている。新井(2018)

は「AIは言葉の意味を理解しているわけではなく、入力されたにとに対して計算を行

い、答えを出しているに過ぎない。コンピュータは計算機であり、できることは基本的に

は四則演算だけである。 AIには意味を理解できる仕組みが入っているわけではなく、あ

たかも理解しているふりをしている」と述べている。

人工知能は文章の意味を理解していない。つまり読解力が皆無である。しかし、情報量

と計算の速さは人間をも当然しのぎ、疑似的に問題を解くにともできる。そのことと、計

算問題はできるけれども、文章題や証明問題がわからない人間とを比較するとどうなる

か。当然AIが圧倒的有利な立場となる。これからの時代、AIは苦手としている一方で、

人間にはできることをしなければ、生きていけなくなる時代が迫っている。だからこそ、

文章の内容を理解し、どのテクニックを用いて問題を解くかを判断し、論理的に問題を解

決する、つまり文章題や証明問題を解くことが必要なのである。

３。数学の文章の特徴。

この章では、数学の文章がなぜわかりにくいか、どのようなところがわかりにくいのか

を、数学の文章に用いられている言語の特徴から明らかにする。竹山美宏(2018) は「数

学の問題の内容を理解するためには、まず、問題文に含まれる数学用語の定義（意味）を

知つていなければならない」と述べている。しかし、数学用語の定義の理解が簡単ではな

いからこそ、数学につまずく生徒が存在するのである。ではなぜ、数学用語の定義の理解

に生徒は苦しむのだろうか。

数学における定義をすることのむずかしさを、新井(2008) は、「無限に存在する具体例

をたった一文で正確に説明しなければならないから」と述べている。また「誰もが迷わず

共通の概念にたどり着くように一通りにしか解釈できないように書かれているから」とも

述べている。

数学は必ず正しい答えが導き出される教科である。それは、定義を前提として、定義に

基づいて答えを求めるからである。その定義が人によって解釈がまちまちにならないよう

に、厳密に言葉を選び出したために難しい表現方法となってしまうのである。例えば、「関

数ｱ（ｘ）のｘ＝αからｘ＝ａ十ylまでの平均変化率匹竺勺二亙顋において､ylが Ｏに限りなく近づく

とき、この平均変化率が一定の値に近づくならば、その極限値を、関数ﾀ（゙ｘ）の　χ二ａ　に
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お ける 微 分係 数また は変化 率 という」 という定 義が あ る。こ の文章 を読ん でど れだけ の人

が微 分係 数に ついて 理解で きる だろ うか。新井 （2008 ） も 「や さしい 言葉 だけで 数学 をわ

かりや すく 伝え られた らど んな にいい だろう。 数学 者 はや さし い言葉 だけ で伝え られる よ

うに最 大 限の努 力を 払う べきで ある。し かしそ れに はど うして も限 界があ る」 と述べて い

る 。

次 に数学 の 文章を 読んで いて わか らな いと感じ る 原 因について 、新井 （2008 ） は 「た い

て い対 象か 関係 を表す 言葉で つ まずく」 と述べて い る。そ こで 、まず は対 象を表 す語 につ

いて 検 討す る。そ もそ も 「対 象」 とい う言葉が曖 昧 であ る。そ こで、 大辞 林第三 版の 「は

た らき かけ の目標や 目 的とす る もの。」と いう定義 づけ をし て考え ていき たい と思 う。例え

ば 「ｎ と ｍ がとも に奇数 の時 、ｎ と ｍ の和は偶 数で ある 」とい う問 題文 がある。 こ のと

き 、対 象 を表す 語を かっ こで 選び 出すと 、「（ｎ）と（ｍ）がと もに奇 数の時 、（（ｎ）と（ｍ）の 和）は

偶数 で ある」とい う形 になる 。奇 数で ある数は ｎ と ｍ には た らき かけてお り 、偶 数であ る

数は ｎ と ｍ の 和にはた らき か けてい るからで ある。 こ の ｎ と ｍ が奇 数であ るこ とを、 文

字を 用い て一 般的 にあら わす こと 、ｎ と ｍ の和 を、文 字を 使って 一般 的に表 す にとが難し

いと 感じ る 要因ではな いか と考 察で きる。

次 に関 係 を表す語 につい て検 討す る。「関係」と いう言 葉 の定義 を、同じく 大 辞林 の「物

事の 間 に何 らかのかか わり があ る こと」 と定 義す る。 つ まり複数 のも のがど のよ うに関 わ

り合っ て いるか 、その 関わ り を把握す る にと に難し さ を感じ てい るとい う ことであ る。 数

学 に はこ の関 係性は非 常によ く 出現す る。「時間 ・速さ ・距 離」の関 係性 、「ｘの値 が定 まっ

た 時 にｙの値 も定まる」という 関係 性（関数）、「垂直・平 行・ねじ れ」の関 係性 ｅtｃ…。　 先

はど の例で あれば 、奇 数と 偶数 が関係 を表す語 であ る。

以 上 の三 点 を踏 まえ て、 以下 の図 １ の問題 を考え る。 こ れは、平 成30 年 度の京 都 府

公 立 高校 の前期入試 の一 部で ある。 にの問題文 を読 み解 いて いくと 、定 義され ている も の

はy  ― ax2 のグ ラフ であ る。そ し て、対 象を 表す 語は点 Ａ、 点 Ｂ、点 Ｃ、四角 形 ＯＢＣＡ で

あ る。最後 に関係 を表す 語は 、（－3 、12 ）とひし 形で あ る。こ のよう に問題 文か ら対象 と関

係 を表 す語 を抜き 出し 、整 理す る にとで何 か読 み取れ る のか を大ま かに把 握する こと がで

きる の である。しかし､ そ れだ けで は、詳細 に問題 を読 み解 き、解く こと へ進む にとが でき

ない 。 次章ではさ らに 読解 に必 要な 、数学 の問題 自体 の性 質を 明らか にす る。
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2｡ 右の図のように。関数ｙ＝ｃｉのグラフ上に点Ａ（･,･一一3, 12}  ifiある。関数

ｙ＝ａｒ2のグラフｈに点B ，Xl軸上に点Ｃを，四角彫Ｏ‥ＢＣＡがひし形となる

ようにとる。

このとき，次の問い（１）～（３）に答えよ。（６点I）

（１） とZの 値を ･答の 番号 【10 】

（ ２ ） 直 線 Ｂ Ｃ の 式 を 求 め よ 。　 ●●●･●4●●･●i●●●&●S●●●●●●7¥●･●●φ昜･●4●●●･●l答 の 番 号 【11 】

（ ３ ） 直 線 Ｂ Ｃ 上 に よ 座 標 か 正 で あ る 点 Ｄ を ， △ Ａ Ｄ’Ｃ の 面 積 が12 と な る よ

う に と る と き 。 点 Ｄ の 座 標 を 求 め よ。　 ¶●･●●●●●●●●●卜l●a●●●●●●･●･●答 の 蕎 号 【12 】

図１　平成30 年度京都府公立高校の前期入試問題

４。数学の問題の特徴

この章では､ 数学の問題自体にどのような性質があるのかを明らかにする。竹山(2018)

は「ポリアは数学の問題を大きく２つに分けている。それは何らかの対象を求める（計算

する、作図する）にとを目的とする決定問題と、数学的な主張を証明するにとを目的とす

る証明問題である。また、決定問題と証明問題のそれぞれについて、問題の主要部分と呼

ぶべき要素を挙げている。決定部分の主要部分はデータと条件と未知のもので構成されて

いる。証明問題の主要部分は仮定と結論で構成されている。」と述べている。つまり数学の

問題文はある程度決まっだ形で構成されているというにとである。

そして、数学の問題は複数の領域の概念が組み合わさって構成されているというにとも

押さえておかないといけない。先はどの図１の問題の（1）では二次関数の特徴を理解し、点

Ａの位置から係数ａを求める必要がある。一方（2）では四角形 ＯＢＣＡ がひし形であるとい

う記述から、ひし形の特徴を理解しているにとがまず条件となる。また、直線ＢＣの式を

求める、つまり一次関数の特徴を理解していなければならない。そして、（3）では三角形

の面積の記述がある にとから、三角形の特徴を理解していることがまず条件となる。また、

点Ｄ を直線ＢＣ上にとるという記述から、一次関数を用いた点Ｄ の表し方を知つていな

ければならない。
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数学は特に積み重ねが必要な教科である。新井（2008 ）も「病気やけがでしばらく学校

を休むと、数学の授業でやっていることがなんだかわからなくなるというケースがよくあ

る。これは、その間に授業で扱っだ用語の定義が抜け落ちてしまっているにとが原因だ」

と分析している。要するに、文章題においては一つの単元のテクニックを用いれば解ける

というものではなく、様々な単元のテクニックを必要に応じて駆使しなければならないと

いうことである。

数学の問題は、問題文から決定問題か証明問題かを判断し、そにから何を求めればよい

か、そのために使える手がかりや条件が何かを読み取った上で、今まで学習してきたもの

の中から、適切な技法を取捨選択しなけれぱならないということである。

５。数学におけるスキーマ

この章では数学の文章や定義を理解するための可視化方法について検討する。心理学用

語にスキーマという言葉がある。スキーマは様々な用途で使われるため、解釈がまちまち

である。そこで、スキーマの定義をラメルハート他(1988) が述べている、「記憶に蓄えら

れている総称的な概念をあらわすためのデータ構造である」とする。つまり、文章を読み、

その概念を理解するために、自分自身が持つ記憶を引っ張り出し、それを表現するための

ものと解釈できる。数学は文章をイメージし、分かりやすいものへと変化させる教科であ

ると考えている。ある事象があり、それを自分に理解しやすいように置き換えたり書き換

えたりし、そして理解するという流れである。それを実現させるためには事象の可視化は

必要不可欠である。

小学校の算数と、中学校の数学の教科書を分析してみると、算数におけるスキーマの多

様性を見るにとができる。まず量をあらわすスキーマには数図ブロックが使われている。

１の位をあらわす数はばらばらの数図ブロック、10 の位をあらわす数は10 個ずつに固め

られた数図ブロックという要領である。それらを用いて量をという概念を理解しそれを表

現している。また、関係を表すスキーマには､ 線分図や表、数直線といった図を用いたり、

リボンやロープ、写真といった身近にあるものを用いたり、長方形や三角形といっだ図形

を用いてあらわしたりと様々である。中には線分図と長方形を組み合わせたスキーマもあ

り、非常に多種多様である。さらに大きな特徴は、図形のスキーマにはきちんと方眼紙が

セットでついてきており、長さや面積が一目でわかりやすく表現されている点てある。中

学校の教科書は、図形が方眼紙に描かれているにとが稀であるため､大まかな把握がし辛

－305 －



いことが相違としてあげられるだろう。

一方で中学校の教科書におけるスキーマはどうなっているかを分析したところ、 数直

線や表といった図や、長方形や三角形といっだ図形を用いている点は、算数と相違はあま

り見受けられない。ただし方程式の分野で用いられている天秤が中学校特有のスキーマで

あるである。この左辺と右辺のつりあいを天秤で表しているにとに納得がいけば、問題文

に出てくる数量はどれとどれがつり合っているかを考えることができそうである。

だが全体的に小学校の算数と比べると抽象度が増している割には、それに対するスキー

マの種類や量が少ないにとが分かる。算数の教科書で図や写真が用いられていないページ

はほぼ皆無であるにとに対し、数学の教科書において、問題や解説文でページが埋められ

ているページが多くなっでいる。ににが、数学の文章理解が進まない一つの要因ではない

かと考えられる。

では、数学において、どのようなスキーマが有効であるか。まずは線分図やベン図、表

や天秤など、関係図が有効とされるスキーマである。にれらは、問題文に登場する対象や

関係を表す語を整理するのに適したものとなっている。よく用いられる問題は､方程式や、

集合、関数である。方程式とはつまり左辺と右辺が＝の関係で成り立っているため、何と

何がつり合っているのかを線分図で表すにとが効果的だと考えられる。また、集合におい

てもＡとＢ、ＢとＣ、ＣとＡの関係性が問われる問題となっている。それらを問題文から

正確に読み取り、図を書いて整理することで理解へとつなげられるのではないかと考えら

れる。また、関数もＸとｙの関係が問われている。数学の世界１（大日本図書）では「と

もなって変わる２つの数量Ｘ，ｙがあって、Ｘの値を決めるとｙの値がただ一つに決まると

きｙはＸの関数である」と定義されている。つまり、表に眉に対応するｙの値を記すこと

で、ｘとｙの関係を把握するにとができるのである。

次にグラフが有効とされるスキーマである。グラフの中でも円グラフ、折れ線グラフな

ど、資料の特徴を表すグラフや、放物線、直線、双曲線を表すグラフなど様々である。よ

く用いられる問題は、資料の活用や、関数である。これらを用いるメリットは線分図や、

ベン図などの関係図で表しづらかった割合や、変化の量を明確にできるにとである。さら

には方程式の解や不等式の意味も、グラフを描くにとにより証明できるのである。

そして、多角形、回転体、展開図など図形が有効とされるスキーマである。これらは数

学における幾何分野で大いに力を発揮する。問題文を正確に読み取り、辺の長さ、角度の

大きさ、面積・体積等を求める場合はもちろん、最短距離を考える問題や定理の証明問題
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などにも非常に役立つものである。

最後に、GRAPES やSage 、GeoGebra などの関数・幾何用の関数ソフトやMicrosoft

OfficeなどのＩＣＴ活用が有効とされるスキーマである。科学技術の進歩によって、関数を

打ち込めばグラフが描けたり、動く点の動きを描写できたり、簡単に表やグラフ、図形を

作成することができる。つまり、前に述べた３つの内容をすべてカバーできてしまうのが

ＩＣＴの強みなのである。しかし一方で、それらを扱うための個のスキルや教室の設備が整

つていないと用いるにとができないという条件がある。

中学校で学年が上がり、さらには中学校から高等学校へ進学すると、より複雑で抽象的

な問題に直面することになる。その際に、書かれている問題文を様々なスキーマを用いて

表現し、読み解いていくことが必ず求められるだろう。その場面で、図に表し問題文を把

握することで、スムーズに問題解決へと進むにとができるだろう。

６。問題文の読み解き方

この章では、今までのことを踏まえ、一般的に数学の文章題をどのように読み解いてい

くかを考察する。

決定問題

数学の問題

データ･ 条件･未知の

部分を選び出す。

対象または関係を表
す言葉を選び出す。

適切なスキーマで表す。

証明問題

仮定と結論を

明らかにする。

具体的に数字を代入

し、問題を把握する。

文章の読解が終わり、

問題解決へ向かう。

図２　問題文読解の手順

まず初めにすべきことは、問題自体が

決定問題なのか、証明問題なのかの判

断である。そして、決定問題では、問

題文からデータと条件と未知の部分

を選び出す操作、証明問題では、仮定

と結論を明らかにする操作を行う。さ

らに決定問題では、データと条件から、

対象または関係に関する語を選び出

した後に、スキーマで表わす（可視化

する）操作を行う。逆に証明問題では、

具体的に数字を当てはめて問題を把

握する。そして問題解決に向かうとい

う流れを私は考えた。下の図は私が考

えた、数学の問題文や問題構造を理解

して解いていくためのフローチャー
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卜である。一番の難所と思われる箇所は、対象と関係を表す語を、適切なスキーマで表す

部分だと考えられる。よって、にの分野の問題ではどのスキーマを用いて考えればよいか

をその都度一斉指導で確認していく必要があると考えられる。

７。研究授業の分析

６章で明らかにしたことを踏まえて､研究授業で行つた問題を分析する。研究授業では、

中学校第二学年数学「連立方程式」の第一回目を担当した。連立方程式で最も重要なこと

は、二元一次方程式を連立させることの意味である。第一学年で一次方程式の学習を実施

した。そして一次方程式の解は、ただ一つに定まるにとを学習した。それに対して二元一

次方程式は、解が複数存在する。二元一次方程式を連立させることは、複数存在する解の

中から、さらに一つに定める役割、つまりは二つの文字の関係が非常に大きなキーワード

なのである。そして、連立二元一次方程式を解くときの考え方は、二つの文字のうち片方

を消して、既習の一次方程式へと帰着させることである。連立方程式も一次方程式を理解

していなければならないという、いわば積み重ねの一つである。私は今回の授業で大きく

２つの問題（図3､ 図4 ）を用意した。

問騒'(1)樢外掌習で慢寥市内 こ出かり瀘す．そのと氛 名人もしくは２人戚lで行動を.

しｊ す．３人の亂2 λの堙はそれぞ彳1いくつできるでしょう，
■■㎜

Ｓ２-Ａ諡全員で30 Åです．．

羶40 勦 呱 を 大人!二は４９ ７ 子とらにば2酊le りきります、
＝

大人と子ども岫t が14人搆 大瓰 子ともはそ才lそ鴟 人ずついるれ よう釟
こ

T 鯣 梭 つ諤 えてみましjｙ==

裂大人畆 激を政 子ともの牋 知､ とｎ と‥･I=

大人の讀 菌ん

子どら献 動 臥

Ｌ ＿＿＿___｡｡ ＿＿Ｊ

図４　研究授業　 個別問題

３人班奄丿佃、２人垣をｙ堋とすると｡

2-.Ａは全蠡で80 Å なので、。。

（　　 知‾ｔ｛　　 ｝Ｖ＝（　　 ）と裹すことができる。

（2）咬舛学眥に秡番班|二ひとりずつ．委ｔ 舂弓1霎 します．先生Ｑ人参が全員で

12 人の時、3 人の堙、２入の 班はそ 芻ぞ わい くつできるでしょう.
■.･

３入璢と２Å韆の合計は亅2 堙なので、り

立･･

（　　　　　 ）＝（ ＿　！ とｌつの式で裏すことができ氛

しぶ　　　〃

（　　　　　 ）＝（　　 ） と2つの式で裘すことができ私

答　　　　　　　　　　 ．、

３人の域(X)個.，

２人の班命)僣.。

（ざ）先生仇人数がX3 人になりました。る入城、２入垓の妝はそれぞれいくつ｡･

できるでしょう、~-

図３　研究授業　 一斉問題
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一斉授業の問題の(1) で二元一次方 程式が１つの時、方程式の解が複数あることを知り、

(2) で ２ つ二元一次方程式があると解か一つに定まるにとを理解し、(3) で少し数値を

変える。さらに個別問題で全く別の問題で定着を図るという趣旨で作っだ問題である。ま

た、今回の問題は教科書からの抜粋ではなく、生徒たちの身の回りにおける状況から問題

を作成しようと考えた。生徒たちにとって身近な出来事を問題にすることで、少しでも数

学の文章題を解くことに対しての抵抗を減らそうという思いがあったからである。にの一

斉授業の問題の文章理解についての指導方法を分析する。

まずこの問題は、３人班と２人班がそれぞれ何個ずつできるかを求める問題なので、決

定問題であることを明確にする。そして、データ・条件・未知の部分を選び出す操作へと

移る。まずデータの部分は、(1) で は、３人もしくは２人の班で行動する、2－Ａ は全員で

30 人の部分が当てはまる。(2) ではそれにプラスして、先生の人数が12 人という要素が

加わる。そして条件の部分は(1) に関してはない。(2) では、各班に一人ずつ先生が引率

するという条件が加わる。さらに未知の部分は、３人の班と２人の班はそれぞれいくつで

きるかいう部分へと整理するにとができる。ここではデータ･ 条件･ 未知の部分に対して、

色を変えて、下線を引かせるよう指導するとさらにわかりやすいかもしれない。

次にデータの部分から、対象または関係を表す語を整理する操作を行う。ににでこの文

章で対象を表す語をカッコでくくると、以下のようになる。

『(1)校外学習で京都市内に出かけます。そのとき、((3人)もしくは(2 人)の(班))で行動を』

します。((3人)の(班))、(2 人))の班はそれぞ れいくつできるでしょう。』

『(2)校外学習には(各班)に(ひとりずつ)、先生が引率します。(先生の人数)が全員で(12 人)の

時、３人の班、２人の班はそれぞれいくつできるでしょう。』

この３人班、２人班という対象を表す語、それらの班員の合計が何人かという関係を読

み解けるかどうかが一番重要である。特に方程式で大切な”＝”の関係をもっと強調しなけ

ればならなかったと考える。

次に、データや条件における、対象や関係を表す語を適切なスキーマで表すことについ

ては、磁石とホワイトボードを用いて班の合計数と、生徒の人数の関係を可視化できたと

ころはよかったのではないかと考えられる。一方スキーマとして表を用いてはいるものの、

線分図の導入を考えてもよかったのではないかと考える。表の役割としては、答えを見つ

けるためのものであり、問題文の把握をするためには、３人班と２人班の個数を合わせる
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と12 班になる、３人班と２人班の人数の合計が30 人になるという以下の図５があるとい

いだろう。

図５　二次方程式の問題文読解スキーマ

にの流れがあっだ後に、表を使つて問題を促したほうがより良かったのではないかと、

研究を通して考えた。

８。まとめと今後の課題

本研究では、数学の定義や、文章における読解について焦点を当て、どのように数学の

文章を読み解いていけばよいかということについて言及した。その結果、無限に存在する

具体例をたった一文で正確に説明しなければならず、そのうえ誰もが迷わず共通の概念に

たどり着くように一通りにしか解釈できないように書かれているからということが判明し

た。また数学の文章の読解では、対象または関係を表す言葉につまずくというにとが判明

した。そして、それらの問題の解決方法としてスキーマについて検討し、小学校の算数か

ら中学校の数学へと抽象的になるにもかかわらず、数学におけるスキーマの活用がうまく

行われていないことを明らかにした。そして、問題によってどのようなスキーマが有効で

あるかを考察し、生徒自らが表現できるように指導していく必要があることを示した。さ

らに、文章読解のためのフローチャートを作成し、文章題が出てきた場合にどのように内

容を理解し、手がかりを得ていくかという道筋を提示した。

文章を理解し、その指示や条件に従って問題を解決するという場面、つまり読解力・論

理的思考力・判断力が必要な場面は、社会では数多く存在する。例えば、取扱説明書がい

い例だろう。買った商品を組み立てるときには、そこに書かれている指示を理解し、組み

立てなければならない。そして注意事項についても理解し、安全に使用しなければならな

い。にのようにあらゆる場面で上記のにとは存在する。その時に、書いてある文章から適

切に情報収集をし、行動するにとが大切である。数学はそのためのトレーニングとして非
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常に有効である。

今後の課題としては、あらゆる問題でこの方法が適切かどうかを検証していくにとであ

る。特定の問題だけではなく様々な領域をまたいでも、この方法で読み解くにとができる

かどうかを分析する必要がある。
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